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市民俗資料館

加| 市々民俗資料脩になせホ中の民俗4‖ には、い内

にもあまり類のサせられない,tiな資ド|が7Fね:します。

今Fは 、その中の2すよを紹介いたします。

1 ,イ ロ

ロ‖和50年 1)112日に測4漑用ユ(場水器)「てつ|=

う 「ダイロ■「じゃ“Jが 林 して加茂市有形民俗夜

|1文化,1に指定されました。itt PtlH其とは 川や池か

らユ′ヽ水を次み にげる揚水器ですが、「てつばうJが

注lll,十のようこ直線的に水を吸い上げる方式になつ

ているのに対し 「グイロ は」11しヽて水を吸い■げる

方式になっています. 回 転式のfv水杯は水 Ltllと

rrばれ、アルキメデスが考突した叫h■の仕掛けを木

製の和ロエいH街 の内部に取り付けた場水ホンプです.

本には中国を経て17 Wi紀中頃に伝わりました.江

■時イ(、日本最大のに出上を誇つたに波金銀山は、

地下水の排水rt,1に悩まされ続 すていましたが 承

応2年 (1953)かt,水上愉をlJ・'Hし71.めました。やが

て 快|!ヤLでも揚水器として使用されるようになったよ

うですt使用した地域によつて、呼び方も達っていま

す!ジャ″`ラ ダイロ タツ ホラ タツマキ ダイロマキ

ダイロウ十多彩ですt木製′,t)のは数が多いそうです

が 加技市のようなトタン製の物は市少だということで

'。所はしてあるわ[設は県内でt)7箇所くらいです。

(参考文献1新潟||に史博物億資イ十)

民俗資十付f所故の「木製だるよ白は■J

木投だるま白は■

この宋り物は、初めて日本に人ったりJ,合31■ 〔

文明の利器として珍工された白は11ですⅢ初】)

の!ては 今の子供が rfる二lll tttとい〕じくチェーン

が無く 前 llを大きく後愉を」ヽさくしてあり=し

,こ、

民俗夜十館にljR示されているのはlllサ切のもの

で、「だるま自転ⅢJと呼ばれ ‖]1こ打Prおもあり

ませんてしたt車 大■をしていた3T藤さんという

人が、1倫もスポークのヤお分t)本で作ったもので

昭和30年 頃まで少しは来れたようですが、tt在

はllmの部分にヒビが入つていよ〕.その後 チ =c

―ンセぅ考架されましたが、Ⅲ体の型はあまり劣わ

らず、本製に合にの llをおけたもので おlLが

lHいのには囚つたということです。

日本の自ほ車はHl治30年 町Iから次午jにゴム

輪に変わってきましたが、
-1女的には金 llのモ)

のを使用していましたて明治401イヽこなると、tlと

在の型とよぼ同じモ)のになりました!本 け,(全体で

2000台 と記llされてあり 加代市 ヒ谷地区は2

台であつたと加技 r史に紙っています。

H4店のショウウィンドウに「だろま白にヽlIJが飾ら

れているのを兄かけることもありましたが 前 llの

大きいこの型は道行く人々に税しみとユーモアを

与えていました。lf十1館のこの白拡■は、多分

H本 叫 の 文化進とではないでしょうか.

(参考1杖 担 im`元民俗資オ十いいに資料)写lヨよ民裕I_‖悼所蔵のダイロ



加茂農林高校の植物園

農林高校の赤レンガの校門をくぐると、左右に

展開する植物園がうつそうと茂り、年月の経過の

深さを感じさせる。県内の高校にあつて、これだ

けの規模の植物園を持っているのは、加茂農林高

校だけであろう。国内は堂々としていて、落ち着

いた空間を持ち、学習の場へ誘い、同時に憩いの

場を提供してくれる。生徒たちは登下校に関して

は、必ず植物園の中央通路を通り、樹木の枝葉が

作る屋根をくぐり抜けるのである。

農林高校は平成 14年 で創立百周年を迎えた。

学校の沿革史によると、この植物園は明治 37年

の日露戦役の記念として設計され、起工されたの

だという。造成時には樹木園 3反 3畝 (約3, 3

00平 方メー トル)、草花園6畝 (約300平 方メ

ー トル)で あったらしい。樹種は 200余 種約 3

00本 、草花の種類は 70種 であつたと記録され

ている。

加茂市文化財調査審議会委員

中野 保 栄

当時の植物園は学術上の参考に、また、衛生及び

風致を計つて樹木を植え、植物見本園とする計画で

あつたらしい。園内には、林業に関係する有用樹種

を主とし、更に、薬用及び有毒植物を学術用の分類

により、区画植栽している。

しかしながら、これらの樹木は年月が経つに従つ

て植物園の諸条件が崩れ、樹勢が表えていつた。ま

た、諸の害に対する抵抗力が低下して、枯死してい

つたものもあつたであろう。加えて、自然災害によ

る倒木災害等で、当初より半数以上の樹木が減って

V る`。

学校では校風の下、学校創設と共に推進してきた

生徒達の勤労奉仕 (ボランティア)に よる植え付け

が続いていつた。

←写真①  「青海百年Jよ り

日露海戦の提督来校

明治39年 7月 21日 、海章大将

東郷平人郎氏、同中将 ・上村彦之丞

氏来校視祭、人力車 10余 台のうち

先頭車、赤星校長

参考文献

「青海七十年」

「青海八十年」

「青海百年J

力[茂農林高等学校

「北越農林J

力1茂農林高等学校同窓会

↑写真② 造成当時の植物園 「青海百年」より



時勢は変わり、第 2次 世界大戦から終戦にかけて

食糧難時代が続き、植物園も伐採の連命に遭遇した。

けれども、当時の寄宿舎生達は 「われわれの食事は

2回 に減 らしても良いから、何とか伐採だけは止め

ていただきたい。Jと 学校側に中し出たそうである。

これらの精神と愛情が植物園に加わって、現在に引

き継がれてきたのだといわれている。更に何回かに

わたって松食い虫の被告に遭ったものの、全滅を免

れて元気に育っているものもある。ごく最近になつ

て コ ナラ カ シワの告虫 (カシノナガキクイムシ)

による被告で失われてゆくものもある。痛害虫にも

耐えて遅しく育っていって欲しい。

最近、この植物図で育つた樹木について、 2つ の

話題を述べてみたい。その 1つ はメタセコイアであ

る。現在、この国内に20メ ー トル以上の樹木は相

当教存在しているが、このメタセコイアは植物園内

で最も楠高が高く29メ ー トルある。加茂市の鈴木

となつているが、日木各地から化石として発見され

ている。日本には 300万 年から100万 年以前に

たくさん生えていたらしい。だから、生きている化

石として有名である。植物園内のメタセコイアは、

その種子から繁殖に成功し、昭和 27年 農林省林業

試験場から贈られた県内初の2本であつた。挿し木

が簡単で増やせることから、県内の方々に育ってい

る。

その2つめは、コウヤマキである。明治 38年 の

日露戦争で活躍した東郷平人郎海常大将が、翌年、

加茂町を訪れている。町民あげての盛大な歓迎だつ

たそうである。その際、農林高校の視祭に来校され

ている。そしてヨウヤマキを植栽した。

このように時代は変化していくが、育ち続いてい

く植物園に拍手を送りたい。

写真③ メ タセコイア 「青海百年Jよ り

写真④ ヨ ウヤマキ 「青海百年Jよ り

アオギリ アカガシ アカヤツ アカメガシワ アキエ レ アベマキ アラカシ

アワブキ イイギリ イテイガシ イチョウ イヌシデ イロハカエデ ウ本メガシ

ウラジロガシ 工 Jノ キ エゾユズツハ エツキ オオカメノキ オオ′ヽボダイジュ オオモミジ

カ キ カツラ ガヤズ ミ キササタ クスギ クマシデ ケヤキ

コウヤマキ コウヨウザン ヨナラ コメツガ ゴヨウマツ サルスベリ サワラ

シオジ シダレザクラ シすノキ シラガシ ス ギ スタジイ ストローブマツ

セイベルセヨイア ツタイヨシノ チャンテン チョウセンゴヨウ ドイツトウヒ トウカエデ ドウタンツツジ

トチ ノキ ナチカマ ド ナラガシワ ‐セアカシア ネヨシデ ネジキ ネズミナシ

ハクウンボク ハ クモクレン ″ヽゼ ノキ ″ヽ ヅギツ ハンフキ ヒイラギモクセイ ヒノキ

ヒ′` ブナ ボダイジュ マテパシイ マユ ミ マルタ`マンサク ミズナラ

ムクロジ メタセコイア ヤマザクラ ユズリハ リキダマツ

加茂農林高校植物園の樹木一覧



① 古 文書講座

恒例の古文書講座は、熱心な受講者の皆様に

支えられ 29回 を数えました。益々充実した

内容にしていきたいと思つています。

開催時間 午 後 7時～8時 40分

会  場  加 茂市公民館第 1研修室

外 活

平成 23年 8月 30日 (火)

講師 関  正 平 先 生

(加茂市文化財調査審議委員)
一般参加者  43名

テーマ

「幕末の上条 。加茂を読むJ
―上条の商人史料から一

講座内容

天保 12年 、上条の関氏により認め

られた 「年代記Jを 解読した。

商売に関する事柄だけでなく、日本

全体の政治、気象、事件等、広い視

野で記述している。

平成 23年 9月 6日 (火)

IIn師 満 口 敏 麿

(加茂市文化財調査審議委員長)
一般参加者  37名

テーマ

「長瀬神社の明治期の祭礼」

講座内容

明治期、長瀬神社の祭礼に関しての

誓約書、許可願等の文書を解H7Lした。

一
般参加者  35名

ァ
ー マ

「青海神社古川舎人の神葬祭一件J

講座内容

青海神者に古川舎人 (古川茂陵)の 人

となりについて触れた後、け旨上中
一札之事Jの 文書を示し、神官の葬

祭について、合人と大昌寺とのやり

取りや、寺社奉行へのHFl訟の終始等

を解読した。

平成 23年 9月 20日 (火)

講師 丸 山 朝 雄 先 生

(加茂市文化財調査審議委員)
一般参カロ者  35名

ァ
ー マ

「古文書の書体について」

講座内容
「二行半Jの 文章として有名な離縁

状」の拍々読から入り、鳩の森村の永

井慈現が開設した狂疾病院の薬の

宣伝文を 「東講商人鑑Jか ら引用し

て1子読した。また、解読練習として

江戸時代の 「五人組書上帳J取 り上

げた。

丸山 朝 雄 先 生

平成 23年 9月 27日 (火)

講師 長 谷川 昭 一 先 生

(加茂市文化財調査審議副委員長)
一般参加者 36名

テーマ

「長瀬神社と猿毛 日 吉神社の御神

木について」

講座内容

猿毛山名主の新右衛門が山工神社

境内の杉の払い下げを願い出た件

に対し、管轄の小池大隈神主が新

発口藩寺社奉行苑てに出した回答

案文 「山王神社社木につき寺社奉

行宛回答」等を拍“読した。

溝田 敏 麿  先 生

平成 23年 9月 13日 (火)

講師 佐 藤 賢 次 先 生

(加茂市文化財調査審議委員)



②歴史話演会

日 時    平 成 23年 11月 19日 (上)

会 場    加 茂市公民館 第 1研修室

講 師    長 谷川 昭 一 先 生

(力W茂市文化財調査審議委員)
テーマ   「 力日茂の大地主の土地所有について」
一般参カロ者 47名

識僚内容
いわゆる地主小作制について

少数の大地主と多くの零細農民で成
り立ち、その特徴は、①家族経営の稲

作と②現物の小作料であつた。
'巨大地主のメッカ 蒲 原平野

全国的に見ても、新潟県には大地主が

多く存在し、巨大地主は、在村地主を

飲み込みながら拡大していった。昭和

になり縮小し、次第に地主経営から転

換していつた。
・大地主の土地所有

主要地主の小作地の多かったところ

市川家 ;加茂 ・下条、石国家 ;七谷

狭口、加茂新回は、原田巻と三菱で 3

割を所有、須田は両国巻家、七谷は

在村の山林地主鶴巻家が断然であつ

た。

③特別歴史講演会

日 時    平 成 24年 3月 10日 (土)

会 場    加 茂文化会館小ホール

講 師    四 柳嘉章先生

(石川県輪島漆芸美術館館長

漆文化財科学研究所所長)
テーマ  「 漆器考古学の世界J

一般参加者 110名

討演内容

(1)漆 の分析法

考古学では、扱う材料を科学的に決めな
いと議論にならない。分析には顕微鏡を

使用していたが、研究所では、赤外分光

分析装置やエネルギー分散型蛍光X線 分

析装置も使用し精度を上げている。

(2)漆 文化のはじまり

漆利用の最古の例は、北海道の波島半島

垣ノ島B遺 跡から検出された。約 900

0年 前、上坑墓での、仰臥屈葬 (あおむ

けで膝を折り曲げた埋葬法)の 遺体着装

品である。遺体は赤色漆塗り糸で髪を束
ね、肩、腕、足にも綾物状の衣服あるい

は装身具を身に着けていた。また、世界

最古の漆の木が福井県鳥浜貝塚から発見
されている。縄文時代の主な漆器出土遺

跡の分布を見ると、日本海側に多い。対

馬海流を介した文化の伝播、あるいは変

易が盛んであったと考えられ、大陸も視

野に置く必要も出てくる。素地を作り、

下地から上塗りまで施された本格的な漆

製品は、石川県七尾市三引遺跡出上の漆塗り櫛

である。結歯式堅櫛と呼ばれる形式のもので、

両端に小さな角状突起がついている。漆塗りは

下から漆 2層 、パイプ状ベンガラ漆4層 の順に

塗られた漆塗り技法である。

(3)弥 生時代

漆器の種類は縄文時代と変わりないが、若色は

赤色漆主体の縄文漆器に対して大きな変化が

見られる。弥生時代前期は赤色と黒色を塗り分
けたが、後期になると黒色漆が主体となり、古

墳時代から奈良時代に継承される。
(4)税 としての漆 ・漆工品

漆器は、「祖Jで 産物を購入して中央に貫進す

る 「変易雑物Jと しても、越前、加/Ft、越中、

越後の諸国に課せられている。京に架荷された

漆は、律令国家の工房で漆器生lIにあてられた。

(5)中 世

平安時代も後期になると国家権力は表え、各地

で新たな漆器生産が開始された。荘囲絵図で知

られる越後「奥山荘Jでは、大量の漆器と挽物、

木地製品 荒 方、漆工用具が見つかり、荘国内

における一貫生産がうかがわれる。

蒔絵の世界では、11世 紀に描割や引抵き技

法が出現し、多様な表現が可能となつた。また、

螺am工の分化も見られ、自立化が進行している。
こうした中で、11～ 12世 紀に力Hナて材料や
工程を大幅に省略した炭粉渋下地漆器が出現

する。下地は漆の代用として柿渋と炭粉を混ぜ

たもので、漆塗りも1・ 2回 程度の簡単な工程
であつた。当時の漆の値段は非常に高価であり、

漆 1升 の価格は大人一人の賄い一年分に相当

していたと考えられる。また、漆器を所有でき

る階層は三位以上の貴族であつたので、身分表

示にもなっていた。

(0)近 世

徳川幕府の成立によって社会が安定へと向か
V 、ヽ各藩は産業の奨励と保護を行つたため、各

地に漆器産地が生まれた。その生産の具体的内

容になると、今までの限られた記録からだけで

うかがい知ることは困難であつたが、考古字と

文化財科学的な近世漆器の調査が進展するに

及んで、地域的な動向や特色がかなり浮かび上

がつてきている。

四Hll嘉章先生



23年 度の

1 ス 鮮 議

駒戎23年 4月 ～判戎24年 3月

市内 市外 計 団体

大人 2 9 2 599 891 7

小中学生 3 9 4 5 0 4 4 4 1 0

計 68 0 0 4 9 1,335 1 7

2 節 榊収集の状況

本年度は6名の方から56点 のご寄贈を賜り、お礼申し

上げ、紹介させていただきま丸

く寄贈品名〉

防寒用外曇落壕験ャスリ 北接用ステンシレ

陸霊大演習記念写真レネ ル 花瓶 半切掃 楽録告

膳腕 お かもち 木 皿 誇 松董 黒 椀 黒 塗膳

讐楽雪 箱 替朱重 朱重箱 作難 鉄瓶 水入れ

幼韻健島益 兜 刀け 抑緯 跡 そろばスタ

森髄 鉛 短 轍 勤 楯 鯛

券輸 癸粋働 りヽ水切り桶 大皿翌勅

1脊
袖 瞬ャスク

髄 ごラ多名〉

諸橋千恵子様  鞠 崎 俊郎様  織 原 宮 離様

中山 勇 様   岡 田 チ ヨ様  北 傑 健一様

レファレンス・サービス及びアンケート調査

(民俗資料館への問制

①レファレンス・サービス(430
・ 丸 山遺跡に関する鮒 地層の資料力戦 しい

。 資 料館にある金属製水上輪の構造を詳しく見せて

ほしVヽ

・ 南 北潮時代、岳山城に
一時いたという宗良親王につ

いての資料力歌 しい

。 加 茂のthlこついて知りたい

。 哲 苗につV てヽの資料力戦 しVヽ

・ 上 条城について知りたい

。 カロ嗣 i‖こ架かる橋について知りたい

・ 加 茂の昔話について知りたい

。 加 茂と良寛のつながりについて知りたい

・ 資 料館にある継壌笥を詳しく調査したい

。 加 茂紙について知りたい

②来館者の声
・ 資 料が多く見ごたえがあっ亀 年代別lこよく整理さ

れていた
。 無 料で有難V、 立派に保存されていて感動し名
。 当 時の暮らしぶりが残つている物を近くで見られ

て良かった 写真 (E10人の様つ も掲示してある

と良V、

・ 老 人でかなり視力が溶ちている。造跡の地図の該当

場所に色をつけて示していただくと良いと思う。
・ と ても懐かしく、感慨深かつ亀 子供の頃を思い出

した

展示品が多いのに紳 名ヽ
・ き れVWこ飾られていてとても見やすかつた

の
・8月 15日 ～8月 23日

縮 パ 岸メ技学部 鋼 蜘 名

群 期 常部  学 生1名

24年 度の事業予

○力D茂的 醐 鳥存・線

○加茂市の追跡に触れる会

○昔の加茂を映像で振り返る会

日時  8月 12日 (日)

絃 2ほ子ヽ芝P後3時 30分

会場  加 茂市立図書館 の

内容  新 潟国体ハイライト

触 効 崚

力随 史散歩 0萌番D 他

O古文書講座

第1回 8月 28日

第2回 9月   4日

第3口 9月  11日

第4回 9月 18日

第5回 9月  25日

しく)関

(′く)を打婆

侠)溝 口

υO中 野

υく)長創 |

姓
姓
牲
姓
姓

O歴 史講演会

日時  判 戎24年 11月 17日 (」

午後2H4-4時

会場  加 茂市公民館 第 1研修室

講師  溝 口 劉 奮  先 生

O特 月1歴史講演会

期日、部市ともに未定



加茂市の遺跡

平成 23年 遺跡発掘調査について

加茂市教育委員会社会教育謀係長  伊 藤秀和

本年の遺跡調査は、開発事業に関連した試堀 ・確

認調査が 5遺 跡、繁急雇用創出事業に関連 した源!

量 確 認調査が 1遺跡を対象に行われた。主な調査

について報告する。

1 鬼 倉遺跡―古代一

調 査  地  加 茂市大字矢立新田字人反田地内

調 査 面 積 約 394f

調 査 期 間 平 成 23年 11月 9日 ・10日

調 査 原 因 排 水路改修工事

調査の概要 鬼 倉遺跡は下条川右岸の沖積地に立地

する大規模な古代の遺跡である。国道 403号線バイ

パス用地内の調査では、河ブ跡から多量の墨書土器

などが出土している。今回の調査対象区岐からは遺

構、遺物ともに確認されなかったが、土層堆積状況

から周辺に追跡が存在する可能性が高い。

鬼倉遺跡位置図

鬼倉遺跡 土 層断面

2 高 柳城跡一中世一

所 在  地  加 茂市大字上高柳地内

調 査 期 間 平 成 23年 9月 5日 ～ 11月 28日

調 査 原 因 学 術調査 (緊急雇用創出事業)

調査の概要 高 柳城跡は高柳川上流右岸の丘陵上に

立地した戦国時代の山城である。別称 「御殿 1」と

も呼ばれる。今回の調査により、本丸、曲輪、横堀、

土塁、壁堀などが重層的に配置されていることが、

より明確となり、高い防御性を備えていたことが確

認された。全体的な規模はそれほど大きくはないが、

各遺構の遺存状況が良好で中世山城のモデルとして、

堂々の作まいをまとっている。標高 225mに ある本

丸は見晴らしの利く場所にあり、宗晴らしい眺望が

望める。城跡までは麓から徒歩約 20分 ほどで登れる。

城の麓にも 「城山下Jや 「寺下」などの小学が残り、

山城との関連が推測される。平成 19年度に加茂市指

定史跡となった。

鬼倉遺跡 確 認調査風景 高柳城跡位置図



高柳城跡 遠景

高柳城跡 土 塁

編集後記

平成 18年 以来の家雪となり、日常生活や交

通機関、住宅等も脅かされました。そんな雪の

中、元気な小学生の訪問も数多くあるなど、年

間を通し来館者も増加しました。また、主催事

業にも多数の入場者を数え、市民の皆様の熱意

を感じることが出来ました。厚くお礼申し上げ

ます。最後になりましたが、今回、玉稿を賜り

ました中野保栄氏に深く感謝申し上げます。

高柳城跡 横堀

高柳城跡本丸 調 査風景

高柳城からの眺望 (上高柳方面) 高柳城lLからの眺望 (下大谷方面)

加茂市民俗資料館
日 開 館時間 9tOO～ 17iOO

B 休 館 日 月 曜日、毎月第1,3)0主 日曜日

祝日、年末年始

※ 但し、4,5局 は月曜日のみ (祝日に

当たるときは次の平日)

〒950」 972新 潟県加浅市大手力0浅229番 地 1

TEL/FAX1 0256-52-0089

E―ma‖ m nzoku@ctty kamo nⅢ9atajp


